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【評価意見】 

本特別推進研究では、フグ毒の原因物質テトロドトキシン、シガテラ毒の本体で

あるシガトキシン、嘔吐毒性をもつセレウリド、抗マラリア活性物質マリンガマイ

ドなど数種の天然物の全合成を世界に先駆けて達成し、それらの類縁体の合成も行

っており、複雑な構造をもつ生物活性巨大天然物の全合成の分野で、優れた成果を

上げている。さらに、それらの合成物と高性能質量スペクトル装置を用いることで、

生物活性物質とその受容体タンパク質との結合構造の情報を得ることにも成功して

いる。さらに、この結合状態の時間的変化についても議論を行っている。最近では

放射光Ｘ線を用いても生物活性物質と受容体との結合部位を解析できるようになっ

ているが、質量スペクトル法も一つの解析法である。本研究の成果と手法が創薬科

学や創薬化学にまで影響を及ぼすには、まだ時間もかかると見込まれるが、優れた

後継者も育っており、将来、社会へ還元されることが期待される。 

 


